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学習の目標 近現代史を中心とする我が国の歴史の展開を、世界史的視野に立ち我が国を取り巻く国際環境などと関連付けて考察
かることによって、歴史的思考力を培い、国民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養いま
す。

授業の概要
日本の近・現代史を重視した学習を行い、現在の日本がどのようにして成立したか、その経緯や背景を国際社会の中

の日本という視点から理解し、現代社会の様々な課題の解決に向けて、歴史的に追究していく科目です。

評価の観点
学期 単 元 学 習 内 容

① ② ③ ④

私たちの時代と歴史
第１章 国際関係の変化と幕藩体制の動揺 １ 幕藩体制の動揺と幕政・藩政改革 ○

１ 第２章 明治維新と近代国家の形成 １ ペリー来航と日米和親条約 ○
２ 通商条約の締結と安政の大獄 ○

学 ３ 貿易の影響と尊王攘夷 ○
４ 討幕運動の展開 ○

年 期 ５ 新しい政治体制をめざして ○
６ 近代国家の成立と国民の創出 ○
７ 近代化政策の展開 ○

間 ８ 文明開化と民衆 ○
９ 新政府の国際承認 ○

学 １０ 国境の画定 ○
１１ 大久保政権 ○

第１章 第一次世界大戦と日本 １ 護憲運動と大正デモクラシー ○
習 ２ ２ 第一次世界大戦への参戦と国際関係の変化 ○

３ ロシア革命とシベリア出兵 ○
学 ４ ヴェルサイユ講和とワシントン体制 ○

計 ５ 政党政治の展開 ○
期 近代の追及 ○

第１章 戦後政治の動向と国際社会 １ 占領と改革 ○
画 ２ 占領下の政治と労働運動 ○

３ 日本国憲法の制定 ○

４ 冷戦と占領政策の転換 ○
３ ５ 戦後の国際情勢と日本の独立 ○

６ 戦後の国民生活と変化 ○
学 現代からの探究 ○

○
期 ○

○
○

※「評価の観点」欄の数字は、下記の評価の観点に対応しており、重点的に評価する項目に◎、評価する項目に○を付けている。

評価の観点及び評価規準

① ② ③ ④

近現代史を中心とする我が国 近現代史を中心とする我が国 近現代史を中心とする我が国 近現代史を中心とする我が国
の歴史の展開に対する関心と課 の歴史の展開から課題を見いだ の歴史の展開に関する諸資料を の歴史の展開についての基本的
題意識を高め、意欲的に追究す し、世界史的視野に立ち我が国 収集し、有用な情報を選択して な事柄を世界史的視野に立ち我
るとともに、国民としての自覚 を取り巻く国際環境などと関連 活用することを通して歴史的事 が国を取り巻く国際環境などと
と国際社会に主体的に生きる日 付けて多面的・多角的に考察す 象を追究する方法を身に付ける 関連付けて理解し、その知識を
本人としての責任を果たそうと るとともに、国際社会の変化を とともに、追究し考察した過程 身に付けている。
する。 踏まえ公正に判断する。 や結果を適切に表現する。

評価の方法

学習状況は、「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「資料活用の技能」「知識・理解」の４つの観点で評価します。具体的には、
「出席状況」、「授業態度・取り組み方」、「定期考査」、「小テスト」、「提出物（レポートやノート）」により評価します。また、学年
の成績は、上記の観点から評価した各学期の成績の平均とし、５段階法でも評定します。


